
様々な⾯で京都と縁のある双葉葵をモチーフに使⽤。重々しい紋様のイメージを
抑え、線画でシンプルにかつエレガントさを感じさせるモチーフにすることで、
商品ラベルに⼊れても邪魔になることなく「京都」を主張できるものにした。


